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参考

平成18年 徳島県観光動態調査 外国人入込客数の状況について

調査方法   |

県内市町村へ各市町村管内の観光地`点及び宿泊施設の外国人入込調査を依頼。

調査期間

平成17年 (1月～12月)及び平成18年 (1月～12月)

調査対象

徳島県観光動態調査と同じ。(観光地点及び宿泊施設)

調査結果

(1)回答市町村

調査回答のあった市町村は次のとおりである。

① 観光地点

回答市町村:9市町 35地 点 ※

宿泊施設

回答市町村:10市町 52施 設 ※

分類別 ホテル・旅館
設 設

hンフ■:。そ
の他 計

徳島市 14
・
鳴門市 4 Z

阿南市 6 1

阿波市 2

美馬市 7

神山町 1 1

海陽町 1

板野町 1 1

上板町 2

東みよし町

計 43 C 52

※回答市町村とは,回 答があり,外 国人宿泊客があつた市町村のこと。
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(2)結果概要        '
結果概要については,次のとおりである。

① 観光地点             ‐

県内観光地`点を訪れた平成18年の外国人入込客延べ総数は,平成17年と比較すると約3,500人以上
増カロ(39.2%増 )している。

観光地点外国人入込客延べ総数

平成17年         平 成18年

国籍別に分類すると,各年とも台湾が最も多く,続いて中国,韓国となっており,東アジアからの観光客が     ‐
多いことが伺える。

平成18年観光地点外国人入込客国籍割

その他
=理      10%

台湾
45%

市吋村割合では,平成17年は徳島市が最も多く46%,平 成18年は鳴門市が最も多く41%を 占めてい
る^

平成17年観光地点外国人入込客国籍割合

番港 ド群
その他
7%

7%

黎 暴

平成17年
観光地点外国人入込客市町村割合

平成18年

観光地点外国人入込客市町村割合

‐ 東みよし町   |
い`l:317    1%     み め柚

国籍別の年次推移をみてみると,台湾,中国,韓国,香港などが前年に比べて増カロしている。

観光地点外国人入込客国籍別年次推移
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② 宿泊施設

県内宿泊施設に宿泊した平成18年の外国人宿泊者延べ人泊総数は,平成17年と比較すると
加(13.1%増)している。

外国人宿泊者延べ人泊総数
(人泊)
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平成17年        平 成18年

国籍別に分類すると,各年ともアメリカが最も多く,続いて東アジア(韓国,中国,台湾)のllLEと
なっているも

平成17年外国人宿泊者の国籍割合

その他
31%

アメリカ
21%

平成18年外国人宿泊者の国籍割合

アメリカ
26%

語 報
10%

市町村割合では,各年とも徳島市が最も多く,次 いで鳴門市,阿南市の順となってい
る。

平成17年外国人宿泊者市町村割合

海陽町

阿南市 1%

美馬市 そ の他

4%

嗚r5市
2096

徳島市
73%

平成18年外国人宿泊者市町村割合

その他
1%

徳島市
7796

国籍別の年次推移をみてみると:アメリカ,中 国,香港が増カロしている。

外国人宿泊者国籍別年次推移
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③ 平成18年の状況

観光地点の外国人入込客延べ人数では,台湾が最も多いが,外国人宿泊客延べ人泊数は:
アメリカが最も多い。これは,台湾人旅行客は,県内で宿泊しない周遊型の団体旅行が多く,アメ
リカなどの欧米旅行客は,個人自由旅行客かビジネス客のどちらかが多いものと推測される。こ
の傾向は,平成17年も同様であった。

平成18年 国籍別 観光地点・宿泊施設外国人入込(宿泊)客延べ人数
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